
新しい遺伝子はどうやって出来るの？
―ゲノム進化の不思議―

小保方潤一 名古屋大学遺伝子実験施設展示責任者
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生物の性質を変えてみたい！
そのためにタンパク質の形や働きを調べています

山登一郎 東京理科大学基礎工学部生物工学科展示責任者

地球上にはさまざまな特徴をもった生物

達が住んでいます。それぞれの生物の特

徴は体の中のタンパク質という物質に

よって決まります。タンパク質は体のあち

こちでいろいろな働きをしています。生き

物の形や色、振る舞いなどもタンパク質

の働きによって決まります。

タンパク質は種類ごとに決まった形状を

しています。タンパク質の形状を上手に

変えてやれば、タンパク質の働きも変化

し、その結果として生物の個体としての

特徴も変化します。

タンパク質の形状を上手に変えるために

は、タンパク質の立体構造を知ることが

大切です。立体構造を知る手段として、X

線結晶構造解析があります。これはタン

パク質の結晶にX線を当て立体構造を

調べる方法です。

私たちのブースでは、X線結晶構造解析

を見学者の方に体験していただけるよう

に準備しています。簡単にタンパク質の

結晶(図１)を作って見たり、タンパク質の

形をコンピュータ上で変形したりすること

ができます（図２）。お気軽にお試しくださ

い。また、タンパク質の形が時間が経つ

につれてどう変化するかを結晶構造をも

とに計算しました。そのアニメーション

（図３）も是非ご覧ください。
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枯草菌解体新書２００３
～細菌ゲノムに秘められた驚異のメカニズム～

佐藤　勉 東京農工大学農学研究科展示責任者

私の名前は枯草菌。「かれくさきん」じゃ

なくて「こそうきん」と読んで下さい。１ミリ

の千分の一くらいしかない単細胞生物な

ので、みなさんの目に触れることはないで

しょう。でも私の仲間達は善悪両面で人

間と関わり合いが深く、例えば食品生産

に用いられる納豆菌や、生物兵器として

悪用される炭そ病菌は有名です。実は私

も関係者の間ではよく知られた存在なの

です。私は生活が苦しくなると“胞子”と

なって長期間眠ったまま厳しい環境に耐

えることができます。胞子は食品や医薬

品の製造工程で殺菌されず生き残るこ

とがあり、製品を腐敗させるため厄介者

扱いされています。そんな私の生き方に

研究者達が興味を持ち、１９９７年に私の

全ゲノム塩基配列が明らかにされました。

私のゲノムには約４千種類の遺伝子が

あるそうです。研究者達は、それぞれの遺

伝子がいつどのような状況で働くのか、

何のために必要なのか明らかにするた

め、最先端技術を使って調べています。

展示会では枯草菌研究グループの先生

達が私のゲノムに秘められた謎について

説明してくれるので、きっと面白いお話が

聞けると思います。
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生物の体の形作りは、数多くの遺伝子

の働きによってなされており、それを理解

するためには、どの遺伝子が、どの時期

に、体のどの部分で働いているかを解明

することがとても重要です。私達の研究

室では、ゼブラフィッシュという生物を材

料に、遺伝子の働きを目に見えるように

する技術（遺伝子トラップ法）を開発し

ました（図１）。ゼブラフィッシュはどこの

ペットショップでも見かける普通の熱帯

魚ですが、受精卵から魚の形が形成さ

れるまでが非常に早く、また胚が透明で

観察しやすいことから、最近脊椎動物を

代表する実験動物として盛んに使われ

ています。このゼブラフィッシュのゲノム

DNA中のいろいろな場所に、クラゲ由

来の蛍光を発するタンパク質の遺伝子

を無作為に導入すると、例えば心臓で

働いている遺伝子の中にたまたまクラゲ

遺伝子が導入されれば、その心臓遺伝

子の働きによりクラゲ蛍光タンパク質が

作られ心臓が光って見えます（図２）。目

や筋肉、すい臓など、体の特別な部分が

光って見えるゼブラフィッシュを見つけ、

解析することによって、生物の形作りに

重要な役割を持つ遺伝子を発見するの

が我々の目標です。

遺伝子の働きを可視化する

川上浩一 国立遺伝学研究所初期発生研究部門展示責任者
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展示責任者所属

展示責任者所属

展示責任者所属

展示責任者所属

生きものはゲノムを持つ

生きものはゲノムを持つ

ゲノムには沢山の遺伝子が含まれてい

ますが、生物の種類によって、ゲノムに含

まれる遺伝子のセットには少しずつ違い

があります。つまり、地球上で生命が進

化し、様々な生物が現れてきた過程で、

ゲノムは沢山の新しい遺伝子を生み出

し、また、不要になった遺伝子を消して

いった、と考えられます。ゲノムは一体ど

のようにして新しい遺伝子を生み出すの

でしょうか？

私たちは、この謎を解く格好の手がかり

が、植物の細胞の中にあると考えてい

ます。

植物細胞には、葉緑体という細胞小器

官があり、光合成機能を司っています。こ

の葉緑体は、太古の昔は独立に生活し

ていたランソウ（＝細菌の仲間）だったこ

とが分かっています。ランソウの仲間が、

進化の過程で植物の先祖の細胞に取り

込まれ、細胞の一部になってしまったので

す。その過程で、ランソウ自身のもってい

た遺伝子の大部分は、植物の核にある

ゲノムに吸収されました。この遺伝子の

移動を調べていくと、遺伝子の出来方に

ついて、いろいろおもしろいことが分かっ

てきます。

さあ、私たちのポスターの前で、一緒にこ

の謎を考えてみましょう。

（図1）タンパク質の結晶 （図2）タンパク質のグラフィッ
ク表示

（図3）タンパク質の動きをアニメ化

（図1）枯草菌の位相差顕微鏡写真

（図1）遺伝子の働きを可視化する遺伝子トラップ法

ゲノムの進化

ゲノムの進化

（図2）遺伝子トラップ法で可視化された心臓遺伝子


